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Amphipoda に寄生する有頭 簇虫に つ い て　星 出兵馬 （山 n 大
・教）

臨 曝 内 で 得 軌 る Amphip 。da　 eczは 8種 の 有頭簇動 ・寄 生 し て い る こ と が 柵 ］し た
， 内 6 種 は C 、pha −

1・id・pノ脚 属噺 鮒 る・ そ 昆・ 1 種 c醜 肋 ・廨 嘘 ・ 1・．・P’　 ［仮 tt−〕に つ い て 形態 ， 蟹 舌 史 の 報告 で あ る。

　宿 主 は Or’chestia
　P！c・ te 」istls 　Kroycr で ， 寄 生 率 は 早春 に 最 も高 く殆 ん ど 100％ ， 夏秋 の 頃 は ．40％ 内外で

あ る ・ 宿 主 揚管 の 始 都 に 多 く蒼生 し ， 稀 に 100 −20。 の 寄 生 虫 が 腸營 内 ‘こ 黼 し て い る の も見 らh，　 t。 ． 発生

の 初 期 に は 糊 躋 生 活 を経 過 し ， 直 径 7
μ の 小球 杁体 が ，漸次発育 して 16，a × 彫 位 まで 単室 で あ る。次 ec

前後 両 室問に隔壁 を 生 じ夊 綾寄 生細砲 の 膨 脹 ，核 や 耡 躓 の 変 形消失 を 引起す ．spor   nt は 邸膨 ， 最大値体

は 80・・ x3b ，u レ ン ズ 状 先 節 鮪 す ・・y ・・ 形 成 の 直前 の 短期間 ・y ・vgy をな し ，
こ ti，・、．・hl活発 な 魎 輝 動 の 後

球状叉 は 楕 円状 の cyst と な る．そ の 直径 は ？O−45p ，単純裂開の 後 封形 （直 径 4．5μ）の 胞子 を 放 出す る。

綜　　舎 　　討 　　論 　　な　し

　　　　　　　　　　 カ マ シ シ の 尾骨につ い て　岸 田 久 吉 〔東 京 ・秣野庁 ）

　1 カ マ シ シ の 脊椎式 は ，
G −7

，　 T −13，　L −6，　 S−5，　 P−11＝42 で あ る ．頸椎 と尾 推 と は ， 可 な b に か わ つ て

い る一

　II カ マ シ シ の 尾 は ， 円錐体 を ， 上 ， 下 か ら 押 し付 けた形 で あ る。そ の 尾骨 は ，
　 A

， 輓状突 起 の 有無 ・位

ac　’大 小 B・関 節 突起の 有無 ・位 置 ・プ〈小 c 礦 側突 趣 ）退 行度 D 、夕F形 上 長幅 の 相対性 な どに よ つ て ，
明 か に 多 型式 の 尾唯系 で あ る こ と が 知 ら れ る ； こ れ を ， 小 生 は ，

4 類 （］．十字 型　2，有庇型　3．円柱型
4・円錐型）とす る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　表 　カ マ シ シ の 多型式尾椎系
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註 　＋ は ＋ 字 型 　庇 は 有 充 型 　柱 は 円 柱 型 　鉾 は 円 鑵 型 　長 さ ：幅 は 15 威 体 の 甼 均 　長 幅

　　 率 は 長 さ の 10 疳 を ， 幅 で 割 つ た 商。小 数 点 2 位 ま で 計算 し て ，斗 捨 5 入 して あ る c

罵 　哺 乳 類 の 尾 機 の 数 は 儷 体 変 異 が 多 く認 め ら れ るが 観察 され た カ モ シ カ の 尾 堆 数 は す べ て 11 個 か Lt （加 藤

　 嘉太 郎）　　　　
曁

答 　私 の 調 べ た もの で は 全部同数 で あ つ た ，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 β

商　尾骨 に は ど こ ま で 神経 が 行 つ て い るか ＝ （無庸）

答 　XJP ま で ・神経 を認 め た 一

問 　｛生1（ よ り相違 な き・
や。（森為 三 〕

：答 　 こ の 種 で は 差異 を認 と）た い 、

　　雄性外 部生殖 器 ICよ るシ ヨ ウジヨ ウバ エ 科 の 分 類 の 検 討　岡田 豊 日 「都 立 大 ・理 ・生 ）

雄 性 外部 生 職 黹 に 挿 入 器 1：｝・ha ］li・ 。・g ・ n ・）E を構成す る 】3 主要要素の 異 同 が ， シ ヨ ウ ジ ヨ ウバ エ 科 の 種

（77 ）
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間或い は 種群 聞 の 自然分 類学的関係 を知 る の に ， 大 V・lc役 立 つ こ と は ， 既 に 明 らか に され た が ， こ こ で は 同

様 の 方 法 に よ り， 従 来 不 明 の 点 が 多 か つ た亜 属間或 い は そ れ 以 上 の 分 類群聞 の 関係 を検討 した。用 い た種は

主 と し て 日本 産 の もの 約 100 種 で
， 得 ら れ た 主要結果 は ，

1） Steganinae の 3 属 の うち Amiota は 1・ett・

coph ・ nga に や や 近 く，
こ の 両 者 は NdL も St・g ・ nn よ 1， や や 遠 い

，
2）D ・… pl・llin・ ・ の 7 属 の う ち・

晦 ・・画 渺 1・ila は Sts・loptera に 近 く ，
Dresophila ，　C 妙 ’・嚇

・za ）Li・dro・・抑 ／α の 3 者 は お 互 に 相近 い

が ， 何 れ も前 2 者 と は やや遠 く， 夊 LiodrosoPhiia と S α 卿 07型 溜 と は 相 近 い ，3） Steganinac と Dro −

sophilinac と の 両 亜 科問 の 属の 関係 の う ち ， 前者 の ・4 ’π ∫o勿 と後老 の Ch ．ymoinD ；
’xa 　U び Drosophita と の 間

が 黙 近 喀 斗）Dr ・ spP ］・iia 属 の ， 亜 属 は ，
1’

aradrosophila ，　thp／・oph ・ ra 亜 属群 と ，　 b ・・ophf！a ・ D … i−

topha，　 Hirtodrosophi／a 亜 鰯群 とに 2 分 され る

問 渠色体 の 形態 の 変 化 との 間 に 並 行現象 あ りや 1：推野季 三財

答 私 自身 で は 調 べ て い な い が ， 諸冢 の 研 究結果 か ら見 る と コ 両 者 間 に 並 行関係 が 見 られ る 場 合 もあ る 、

問　（1） 把握 器 と挿入 器 とに よ つ て 系統 を考察 した 時 に そ の 緕果 は
一

致す る か 　（L）．｝ 一致 し な い 場 合 は ど ち

　 ち を頑：要視 し て 采統 を 考 え た か 、（渚庸）

答　　（i〕 ：た体
一致

一
〕
一
る、c2）　挿 フ＼ 萋鼻

カ ン ギエ イ科 魚類 の 卵殼にお ける適応分化 　石由礼 蔵 （水講）

　日本近海産 の 本科 負類 21 種 の 罫畷 に つ い て 形態 を比 較 し た 結果，殻 の 外 形及び構碁等 に 種的極違 が 認 め

ら れ た ，北方 型 と し た 群 で は角 が 長 く，北方 或 は 1無毎に 分 布す る もの 程 毅 は 表面が 角質 化 と同時 に 複雑 に た

るの に 対 し，南方型 で は 角 が 短 く， 斎方 に 分 布す る 程 讐 は 薄 くA つ 養1組 織 の 占め る割合 が 増 し て 来 る．こ れ

ら の 享実 に 対 して ，前者 で は 主 と し て 水湿 の 低下 に 伴 つ て 廷 長す る 孵化 期間 に お け る機械的 保護 に ， 後者 て

は フ｝鐙 の ．ヒ昇 に よ つ て 生 ず る 9Paり発 生 生 理 に 閠係 した 要求 ｛こ 対す る 溜 と覯 象 と 思 耕 L る ．卵 殻 の 灘 皀に お け

る 上 記 2 つ の 面 と棲 息環境 の 湿 慶並 に薤卵 様式等 を 結 び つ け て 考 え る こ とに よつ て 卵穀 の 形態分 化 を 解駅す
’

る の が 妥 当 と思 わ れ る．

問　同
一

種 内 で の 卯設 の 変化 は どの よ う に な つ て い る か　 〔鈴 木正 将）

答 　種 内の 変 異 は種間 の 変異 よ りも遙 か に 小 さ レ丶

問　卵隷 に あ る角 の 長 短 は 生 態的 に どん な 関 i系 が あ る か 、r滝庸ン

答　角 の 長 い 鮮 で it海底 の 他物 に 懸 垂 し 短 い 群 で は 海 底 に 埋 没 或 は 転 つ て い る ，

二 ・三 の 海星類 にお ける血 清学的反 応 III　久 保和 美 〔富山大
・
文理 ・生 ）

　 Asterias　 ar ？lu ア
’
e 〃 sis，　 C ∬ ビi〃 副 所 ・了∫ acutispb 〃 a ，　Seie厂 aste 厂ias　 satsvilnana ，　Cor’onaster 　i，otse ／latus

，
・4strt；一

餌 r置邵 ρα顕 ビ o 〃 読 齢
，
A ．　 Sc

’
oParitts 及 乙iticiia　guina 厂 ia 以 上 7 種 に つ い て 実験 を 試 み た。抗 原 は 歩 帯 よ り ，

ヲ〔抗血 清 （抗 A 、a ア7in 厂 醜 諮 血 清 及 抗 C．　 aCt ” 砂 ∫照 血清）は 兎 を用 い て 調製 し ， 洗降反応 の 反 応 物 の 測 定

は 窒 素定 量 に よつ た 。血 清 学 的 関 係 は ホ モ とヘテ ロ の 各反 応 系 の 比 較 に 基 づ い て 行われ た z そ の 結果 に よれ

ば （1）こ れ ら二 種 の 抗 血 清何 れ を用 い て も，
A ．　PoZvafantitus，　A ．　St

』
oParitis 及 L ．　qt（inaria の 抗 原 は 他 の

4 種 の 海 星 の そ れ よ り もめ 己zが 鼕弓い ，　 x；防 血清学的 に 遠類 に 鶴
1
夛る ：2：マ

美りの 4 種鼠 の 血清学白勺［甍係は

且・一 輙 ・
一

｛き鷺嬲1；tl：｝一 α 蜘 〃鰤

即 ち A ．arnt イrensls と C．　T
・
o ／sel ！‘？tltS は 互 に か け離 れ て い る。モ の 中 澱1に 8．　Sc〜々 rη’召〃 ご〜 及 （フ．　CI 〔

・
泌 功 卿 が

属 し レ 而 鷭 こ の 二 種は 五 に 近縁 ¢ ）関係 に あ る ら し い 、

　以 上 の 血 清学的事項 は 現在 の 海 星 群 の 形態学的関係 と よ く一致 し て い る．

問　（1）血 清反 応 は沈降反応 の み に よ る の か ；
r2）交 叉 沈 降 反 応 を行 え ば もつ と t6　fr．の 種 の 差 が 出 る の で は

　な い か ， 及 び movpholog ｝
’

と scrum の 分 類 も異 同が 出 る の で は た い か ．／ぐ赤 司景）

〔78 ）
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